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6
月
5
日
（
木
）、
清
水
テ
ル
サ
会
場
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
典
で
は
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
、
次
の
56
名
の

会
員
と
ク
ラ
ブ
2
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
上
市
議
会
議
長
か
ら
は
、
高
齢
者
の
自
立
と
健
康

に
つ
い
て
身
近
な
こ
と
に
も
ふ
れ
る
祝
辞
が
あ
り
、
ま

た
、
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓　

静
岡
市
議
会
石
上
顕
太
郎
議
長
、
市
議
会
丹
沢

卓
久
厚
生
委
員
長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
和
田
哲
也
副

会
長
、
市
保
健
福
祉
局
福
祉
部
久
朗
津
尚
代
高
齢
者
福

祉
課
長

　

定
時
総
会
は
正
会
員
数
４
４
１
に
つ
い
て
、
出
席

１
８
２
、
委
任
２
２
７

合
計
４
０
９
で
過
半

数
と
な
り
成
立
し
、
平

成
25
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
並
び

に
平
成
26
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
計
画
等
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
25
年
度
事
業

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
「
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
」
を
柱
に
、

市
老
連
、
三
区
支
部
、

第
四
回
静
岡
市
老
連
定
時
総
会
並
び
に

平
成
二
十
六
年
度
表
彰
式
の
開
催

10
年
功
労
表
彰
（
27
名
）

【
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区
】
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辰
男

三
枝　
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一
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朗
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村
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区
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ケ
エ
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保
田
和
夫
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二
郎

池
上
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代
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細
川　
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夫
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ん
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子
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（
公
財
）
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
こ

の
ほ
ど
、
会
員
数
ピ
ー
ク
の
平
成
10
年
の

８
８
７
万
人
か
ら
、
現
在
２
０
０
万
人
下
降

し
た
半
数
を
取
戻
し
、
24
年
の
６
５
０
万
人

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
30
年
ま
で
の
5
年
間
で

15
％
増
の
７
５
０
万
人
と
す
る
会
員
増
強
計

画
を
打
ち
出
し
た
。

　

運
動
要
綱
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

「
健
康
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」「
地
域
づ

く
り
」
の
4
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、
①
勧

誘
か
ら
始
め
よ
う
！
（
会
員
一
人
ひ
と
り
が

勧
誘
の
担
い
手
で
す
）
②
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
！
（
知
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
あ
な
た
の

ク
ラ
ブ
）
③
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
！
（
す
べ

て
の
地
域
に
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
）
の
3
つ
の

会
員
増
強
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

会
員
増
強
を
静
岡
市
老
連
に
置
き
換
え
ま

す
と
、
平
成
24
年
が
２
万
２
３
５
５
人
で
す

か
ら
30
年
の
目
標
は
２
万
５
７
０
８
人
（
葵

区
６
１
８
２
人
、
駿
河
区
４
９
９
８
人
、
清

水
区
１
万
４
５
２
８
人
）
と
な
り
ま
す
。

県
老
連
関
連
事
業
ご
と
に
、
各

事
業
、
各
種
大
会
行
事
等
に
つ

い
て
実
施
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
収
支
決
算
報
告
書

に
よ
り
、
各
収
支
項
目
、
事
業

支
出
決
算
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
予
算
に
対
す
る
実
績

の
割
合
は
収
入
98
・
3
％
、
支

出
85
％
で
し
た
。
平
成
26
年
度

に
つ
い
て
は
、
会
員
増
強
、
連

帯
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
密
着
活
動
を
軸
と
し
て
、
各

種
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
は
①

健
康
活
動
・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

②
文
芸
活
動
・
芸

能
発
表
会　

③
会
員
研
修　

④
会
員
増
強
活
動　

⑤
広

報
活
動
等
で
す
が
、
区
支
部
事
業
に
つ
い
て
も
同
様
に

計
画
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
収
支

予
算
額
は
会
員
の
減
少
等
に
よ
り
対
前
年
比
94
％
と
な

り
ま
し
た
。（
辻 

幹
夫
）

老
人
ク
ラ
ブ

「
１
０
０
万
人
増
強
運
動
」
に
つ
い
て
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　6 月 25 日（水）市中央体育館において、区支部の代表上位チーム（葵
区 27・駿河区 27・清水区 42）総数 96 チーム、合計６７２名の選手
が出場し、市老連輪投げ大会が駿河区支部主管により開催されました。
　大会にあたり、市老連服部会長より「精一杯がんばりましょう」と
の挨拶、また注意事項などの説明があり、その後各チームの熱戦が始
まりました。選手の皆さんも日頃の成果を出し、楽しく笑顔で大会に
のぞんでいました。結果につきましては下記のとおりです。

（浦田 翠）

順　位 クラブ名 区 学地区
優　勝 由比シニアＡ 清水 由　比
準優勝 麻丘Ａ 葵 麻　機
第３位 向敷地第２向寿会Ｂ 駿河 長田北
第３位 松寿会Ａ 葵 賤　機

敢闘賞

蒲原新田Ａ 清水 蒲　原
瀬名中央むつみ会Ａ 葵 西　奈
八紘クラブＢ 葵 千代田
晁寿会Ａ 駿河 長田東

大 会 結 果

静岡市老連 輪投げ大会第 10 回
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順　位 クラブ名 学地区
優　勝 屋形町神明会 一番町
準優勝 美寿々会Ａ 美　和

第 3 位 麻丘Ａ 麻　機
瀬名中央むつみ会Ａ 西　奈

第 5 位

芦寿会Ａ 美　和
三楽会 賤　機
下与千寿会Ａ 美　和
八紘クラブＢ 千代田

大 会 結 果

　選手 360 人、72 チームの大熱戦が繰り広げられました。会長はじめ、
担当役員が朝早くから作業に拘り、大会の成功を願いひたすら会場づく
りに専念する努力や思いが、続々会場に集まった選手や応援団にも通ず
るものがあって大会がスムーズに進行され、うれしく思いました。こう
したことの一つ一つが 100 万の増員計画に繋がるものと感動しました。

　長時間の末の決勝はまさに体力勝負。優勝チー
ムには心より祝福致します。なお、上位 27 チーム
は 6 月 25 日（水）の市大会に参加を致しました。

（鈴木 健仁）

開催日 5 月 22 日（木） ／ 場所 静岡市中央体育館

葵 区 支 部  輪 投 げ 大 会第 10 回
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　静岡市中央体育館に一同集合し 82 チーム、選手総員
４１０名の参加にて戦いが始まる。選手も自分の組合せ
場所に集合となった。まず最初に朝の顔であるさわやか
健康ラジオ体操の指導員の方々が、私たちの健康を守っ
てくれる一輪の大きな輪となり健康づくりに貢献する手
助けをして活動する体操連盟及び日赤の看護師さんと共
に参加者全員でありがとうを伝えよう。

　その後開会挨拶があり、選手も一
時の緊張感もあったが一時的で、一
投すれば笑顔と歓談が多くなり、隣
り同士で話しも弾み、笑顔の戦いの
横顔を見るとなごやかな大会風景を
眺める時、ストレス解消と健康づく
りの源になり今日一日の喜びと楽し

さを知った思いであります。（鈴木 富男）

大 会 結 果

ブロック 順　位 クラブ名 学地区

第１ 優　勝 中原新生クラブＡ 南　部
準優勝 登呂１丁目楽友会Ｂ 富士見

第２ 優　勝 登呂１丁目楽友会Ａ 富士見
準優勝 恵美会Ａ 長田西

第３ 優　勝 登呂中部楽寿会Ａ 富士見
準優勝 八幡 3 丁目長寿会 森　下

第４ 優　勝 登呂１丁目楽友会Ｃ 富士見
準優勝 向敷地第２向寿会Ｄ 長田北

駿 河 区 支 部  輪 投 げ 大 会第 10 回

開催日 5 月 16 日（金） ／ 場所 静岡市中央体育館
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男性 氏名 地区 女性 氏名 地区
1 位 佐藤　光一 袖師 1 位 前澤さよ子 高部
2 位 杉浦　数美 庵原 2 位 杉浦田鶴子 清水
3 位 小林喜久雄 飯田 3 位 大多和　巧 辻
4 位 梨本　敬一 飯田 4 位 入手ふみ子 船越
5 位 八嶋　正勝 蒲原 5 位 北村　一枝 興津
6 位 伊藤　　明 有度 6 位 佐藤歌代子 高部

大沢　好江 清水地区 94 歳
長岡カチヱ 折戸地区 90 歳
川端新太郎 庵原地区 92 歳
滝沢　厚子 庵原地区 90 歳
小田切ゑつ 江尻地区 91 歳
天野　　正 江尻地区 91 歳

90歳以上記念メダル授与

大 会 結 果

開催日 平成 26 年 5 月 20 日（火）9 時 40 分開会
会　場 清水総合運動場陸上競技場
参加者 20 地区：選手 200 名　役員委員 60 名

　競技は、Ａ．Ｂ．Ｃ．Ｄの４ブロック、１６コートで
男性のトーナメント１回戦から開始し、昼食休憩のあと、
２回戦から決勝戦まで４試合が行われました。
　年に１回の大会でもあり、これを目標に地区代表とし
て練習を重ねてきたので、各選手は真剣にプレーをして
いました。（辻 幹夫）

清水区支部 クロッケー大会第 5 回
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駒
形
地
区
と
い
え
ば
、
時
々
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
各
地
区
の
商
店
街
が
縮
小
消
滅
し
て
い
く
中

で
、
七
間
町
か
ら
か
な
り
離
れ
た
、
駒
形
四
丁
目
か
ら

六
丁
目
ま
で
の
駒
形
通
商
店
街
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

る
の
だ
。
夕
方
と
も
な
る
と
、
威
勢
の
い
い
呼
び
声
が

飛
び
交
い
、
歩
く
人
も
車
も
通
過
す
る
の
も
大
変
な
状

態
で
あ
る
。

　

駒
形
通
り
か
ら
一
本
入
る
と
閑
静
な
住
宅
街
と
な

る
。
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
方
々
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と

暮
ら
し
て
い
る
。
わ
が
「
駒
形
あ
お
い
会
」
の
メ
ン
バ

ー
は
そ
の
よ
う
な
環
境
の
住
人
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
会
員
は
、
ま
ず
は
健
康
面
で
家
族
に
心

配
を
か
け
ま
い
、
寝
た
き
り
に
な
る
ま
い
と
毎
週
月
曜

日
と
金
曜
日
の
午
前
中
「
駒
形
で
ん
で
ん
虫
の
会
」
が

実
施
し
て
い
る
『
で
ん
伝
体
操
教
室
』
に
参
加
し
て
、

こ
の
8
月
で
満
4
年
と
な
る
。

　

体
操
が
終
わ
る
と
近
く
の
公
園
に
移
動
し
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
セ
ッ
ト
は
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
や
静
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
ご
厚
意
で
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

で
あ
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
自
分
た
ち
で
楽
し

む
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
方
々
に
も
呼
び
掛
け
て
、
年

2
回
ぐ
ら
い
は
大
会
を
実
施
し
て
、
町
内
会
の
み
な
さ

ん
の
親
睦
を
も
図
る
予
定
を
し
て
い
る
。

　

月
初
め
の
集
会
の
折
に
は
、
ひ
と
り
１
０
０
円
を
出

し
合
い
、
一
年
間
で
4
万
円
ほ
ど
に
な
る
の
で
、
そ
れ

を
「
子
ど
も
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
・
し
ず
お
か
」
へ
寄

付
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
は
一
部
の
過
激
な
イ
ス
ラ
ム

教
徒
た
ち
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
教
育
の
機
会
を
奪
わ
れ

て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
女
子
の
た
め
に
、
ネ
ク
タ
イ
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
筆
入
れ
を
作
っ
て
き
た
。

　

現
在
は
そ
れ
に
3
本
の
鉛
筆
と
消
し
ゴ
ム
、
鉛
筆
削

り
を
入
れ
た
も
の
が
５
０
０
セ
ッ
ト
完
成
し
、
パ
キ
ス

タ
ン
等
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
送
る
ば
か
り
と
な
っ
て
い

る
。

《
葵
区
》

志
高
く
、
日
本
の
子
供
、

　
世
界
の
子
供
の
し
あ
わ
せ
を
願
う

　
　
　
　
駒
形
地
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　
井
出
志
津
夫
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　静岡県老人クラブ連合会の「長寿者いきいきフェ
ア」は 1 月 18 日（土）浜松市浜北区の浜北文化セン
ターで県内の老人クラブなどが参加して賑やかに行わ
れました。
　その中でリフォームフッションショーは女性の創意
工夫で華々しく行われ、留袖の孔雀の絵柄を上手く生
かしてドレスとケープ、白い絵羽織でブラウスを制作
した清水支部辻地区の川島喜示榮さんが、フォーマル
部門で見事「最優秀賞」を獲得しました。
　出演者は全体で 51 名で、そのうち静岡市老連から
は 9 名が参加。入賞者は 5 名でした。

リフォームファッションショーへ参加の皆さん

孔雀の
絵柄が美しいニッコリ笑ってポーズを決めます 自慢の衣装で晴れやかに

〜高齢者いきいき創造広場＆三世代交流健康長寿ひろば〜
リフォームファッションショー（フォーマル部門）
清水区支部 川島喜示榮さんが最優秀賞受賞

長寿者いきいきフェア

フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
最
優
秀
賞
の

川
島
喜
示
榮
さ
ん
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
寿
会
は
33
人
の
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
仲
間
づ
く

り
を
通
し
て
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
生
活
を
豊
か

に
す
る
楽
し
い
活
動
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町

内
会
そ
の
他
の
諸
団
体
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
生
活

圏
の
中
で
、
精
一
杯
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
田
北
小
学
校
6
年
生
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
、
輪

投
げ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
け
や
き
祭
り
な
ど
へ
の

参
加
、
町
内
夏
祭
り
へ
の
参
加
、
全
国
一
斉

社
会
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
、
ま
た
駿
河
区
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
各
部
門
別
参
加
Ｇ
Ｇ
大

会
・
輪
投
げ
そ
の
他
、
文
化
祭
、
社
会
奉
仕

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
に
体
を
張
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
奉
仕
活
動
と
し
て
、
丸
子
の
里
ホ
ー
ム
へ
の
月

一
回
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
、
歌
な
ど
の
慰
問
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
流
れ
を

通
し
て
、
地
域
集
団
と
し
て
の
役
割
の
輪
を
よ
り
大
き

く
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ク
ラ
ブ
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
を
促
進

し
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
目
的
性
を
目
標
に
し
て
高

齢
化
社
会
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
駿
河
区
》

友
愛
活
動

　
長
田
北
学
区
　
向
手
越
寿
会
　
会
長
　
内
藤
　
久
雄
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私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

は
じ
め
に
私
た
ち
の
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。
折
戸
は

三
保
半
島
の
中
心
部
よ
り
西
側
が
我
が
町
で
す
。
文
教

学
区
で
保
育
園
か
ら
大
学
ま
で
二
校
ず
つ
あ
り
、
若
い

人
た
ち
が
集
ま
る
地
域
で
す
。
平
成
25
年
1
月
よ
り
折

戸
緑
地
公
園
整
備
計
画
に
は
行
政
と
東
海
大
学
環
境
社

会
部
の
学
生
が
中
心
と
な
り
、
地
元
住
民
と
協
働
で
町

づ
く
り
憩
い
の
場
所
を
一
緒
に
考
え
7
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
、
平
成
27
年
3
月
の
完
成
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
会
員
の
健
康
保
持
と
相
互
の
友

愛
を
深
め
る
た
め
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ク
ロ
ッ

ケ
ー
等
を
毎
週
練
習
日
を
決
め
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク
等
は
大
会
が
近
く
な
る
と
練
習
を

す
る
状
況
で
す
。

定
期
的
活
動
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

折
戸
の
中
心
部
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
羽
衣
荘
が
あ

り
、
毎
月
第
四
水
曜
日
に
集
い
の
日
を
午
前
10
時
よ
り

開
催
し
、
毎
回
80
人
く
ら
い
の
会
員
が
参
加
し
ま
す
。

最
初
の
40
分
は
勉
強
会
で
す
。
認
知
症
予
防
、
栄
養
指

導
、
脳
の
活
性
化
体
操
、
デ
ン
デ
ン
体
操
と
交
通
安
全

講
習
会
を
年
2
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
は
愛

唱
歌
や
民
謡
を
全
員
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

午
後
の
部
で
は
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
人
、
囲
碁
・
将
棋

を
楽
し
む
人
も
い
ま
す
。
今
年
よ
り
女
性
部
の
み
な
さ

ん
が
折
戸
音
頭
の
踊
り
の
練
習
を
始
め
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
催
物
を
ど
ん
ど
ん
考
え

て
、
会
員
が
喜
ぶ
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
で
は
自
治
会
と
協
働
で
中
央
公
園
、
街
路

の
草
取
り
清
掃
作
業
を
年
3
回
実
施
参
加
し
て
い
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
独
自
の
活
動
と
し
て
は
、
羽
衣
荘
の

草
取
り
清
掃
を
年
2
回
5
月
と
11
月
に
実
施
、
地
元
神

社
の
草
取
り
清
掃
を
年
1
回
行
い
50
人
く
ら
い
の
参

加
、
ま
た
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
も
参
加
し
て
今

期
で
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
第
二
小
学
校
の
1
〜
2
年

生
の
下
校
時
に
同
行
し
て
子
供
た
ち
の
安
心
と
安
全
を

守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
年
3
月
11
日
に
三
地
区
（
三
保
・

折
戸
・
駒
越
）
で
第
1
回
カ
ラ
オ
ケ
交
流
大
会

を
羽
衣
荘
で
開
催
し
、
60
人
の
参
加
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
三
地
区
の
絆
を

深
め
る
た
め
に
カ
ラ
オ
ケ
や
ス
ポ
ー
ツ
も
含
め

た
交
流
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い

ま
し
た
。
お
互
い
元
気
が
一
番
、
こ
れ
か
ら
も

会
員
と
共
に
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
ま
す
。

《
清
水
区
》

我
が
町
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介

折
戸
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
柴
田
　
幸
治
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花
村
百
合
江
さ
ん
は
市
老
連
と
葵
区
支
部
の
芸
能

発
表
会
な
ど
で
常
連
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
、
普
段
ダ

ン
ス
で
体
を
動
か
し
て
い
る
の
で
背
筋
が
ピ
ー
ン
と

し
て
い
て
、
に
こ
や
か
で
と
て
も
米
寿
を
越
え
た
な

ん
て
思
え
な
い
。

　

日
本
舞
踊
の
レ
ッ
ス
ン
会
場
の
片
羽
町
公
民
館

は
、
地
酒
で
有
名
だ
っ
た
吉
屋
酒
造
（
閉
鎖
中
）
の

直
ぐ
裏
側
に
あ
り
、
昭
和
44
年

5
月
13
日
落
成
と
公
民
館
内
に
記
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
日
の
レ
ッ
ス
ン
に
お
集
ま
り
の
方
々
は
10
名
ほ
ど

で
、
メ
ン
バ
ー
は
13
人
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

レ
ッ
ス
ン
は
特
に
決
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
月
2

回
ほ
ど
。
特
に
舞
台
へ
の
出
演
が
決
ま
れ
ば
、
皆
が

集
ま
っ
て
、
気
持
ち
が
一
つ
に
な
り
、
レ
ッ
ス
ン
に

も
力
が
入
る
そ
う
で
す
。
レ
ッ
ス
ン
の
合
間
に
は
皆

さ
ん
と
話
し
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
そ
う
で
す
。

　

以
前
は
二
人
の
先
生
に
つ
い
て
レ
ッ
ス
ン
し
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
は
花
村
さ
ん
が
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
指
導
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

花
村
さ
ん
は
市
老
連
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
グ
ル

ー
プ
に
も
入
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
レ
ッ
ス
ン
は
西

部
公
民
館
（
現
在
の
西
部

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
ま

た
、
民
謡
は
ア
イ
セ
ル
で

も
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

町
内
の
婦
人
部
活
動
は

浅
間
神
社
の
行
事
に
も
接

待
な
ど
で
参
加
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
関
係
の
方
と
接

触
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
そ
う
で
す
。

（
水
上 
博
）

葵区支部「スポーツ大会」で
フォークダンスを踊る花村さん

片羽町公民館でのレッスン風景
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私
の
年
間
行
事

　
　
　
　
不
二
見
地
区
　
上
力
町
悠
々
ク
ラ
ブ
　
八
巻
　
七
郎

　

マ
ジ
ッ
ク
を
趣
味
と
し
て
、
五
十
五
歳
頃
か
ら
始
め

ま
し
た
。
お
祭
り
や
行
事
等
に
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
徐
々
に
人
前
で
や
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
所
へ
友
人
た
ち
と
慰
問

等
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
場
所
に
行
か
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
笑
顔
が
私
た
ち
の
楽

し
み
で
す
。
還
暦
を
過
ぎ
、
喜
寿
を
越
し
て
傘
寿
と
な

り
ま
し
た
が
、
訪
問
し
た
先
々
で
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
、
で
き
る
だ
け
長
く

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
員
は
27
名
で
す
。
第

2
・
第
4
木
曜
日
の
午
後
1
時
～
3
時
で
、
町
内
の
集

会
所
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
18
年
間
続
い
て
い
る

会
で
す
。
指
導
し
て
く
だ
さ
る
方
は
今
年
89
歳
に
な
り

ま
す
が
、
な
に
よ
り
明
る
く
元
気
で
頭
も
し
っ
か
り
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
方
か
ら
元
気
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
み
ん
な
で
踊
る
な

ん
て
最
高
に
楽
し
い
で
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
は
健
康

に
い
い
で
す
し
、
痛
い
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
体

は
も
ち
ろ
ん
心
も
支
え
ま
す
。

　

私
た
ち
小
鹿
2
丁
目
に
は
『
来
て
こ
』
が
あ
り
ま
し

て
、
何
か
の
行
事
に
は
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
年
に
4
回
く
ら
い

食
事
会
と
か
で
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
に
行
い

ま
す
。
集
会
所
を
離
れ

て
行
く
時
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

と
楽
し
く
過
ご
し
て
行

け
る
よ
う
、
会
が
長
く

続
け
ら
れ
る
こ
と
に
頑

張
れ
る
よ
う
大
切
に
し

た
い
思
い
で
す
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
楽
し
く
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
西
豊
田
学
区
　
中
央
会
　
高
田
　
雪
江

１
月

介
護
施
設
と
老
人
ク
ラ
ブ
新
年
会

２
月

介
護
施
設
２
～
３
ケ
所

３
月

介
護
施
設
の
誕
生
会　

４
月

介
護
施
設
２
～
３
ケ
所

５
月

介
護
施
設
２
～
３
ケ
所

６
月

介
護
施
設
２
～
３
ケ
所

７
月

介
護
施
設
の
誕
生
会　

８
月

介
護
施
設
と
小
学
校
学
童
保
育
２
～
３
ヶ
所

９
月

介
護
施
設
と
地
区
敬
老
会
２
～
３
ヶ
所

10
月

介
護
施
設
と
地
区
祭
典
２
～
３
ケ
所

11
月

介
護
施
設
の
誕
生
会　

12
月

介
護
施
設
の
ク
リ
ス
マ
ス
会　
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清
見
寺
は
、
Ｊ
Ｒ
興
津
駅
か
ら
旧
国
道
一
号
を
西

へ
徒
歩
十
五
分
、
道
路
か
ら
石
段
を
あ
が
る
と
総
門

が
あ
り
、
東
海
名
區
と
書
か
れ
た
額
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
を
下
に
見
て
橋
を
渡
り
山
門

を
入
る
と
正
面
に
仏
殿
が
建
っ
て
い
る
。
奈
良
時
代

に
清
見
関
と

い
う
関
所
の

側
に
寺
院
と
し
て
創

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
、
鎌
倉
時
代
の
中

頃
に
再
興
さ
れ
、
足

利
氏
、
今
川
氏
の
加

護
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
頃
に
は
雪
舟
が

逗
留
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
徳
川
時
代

に
は
二
百
石
の
寺
領

を
持
ち
、
朝
鮮
通
信
使
が
立
ち
寄
り
、
そ
の
境
内
遺

跡
は
国
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
庭
に
は
徳

川
家
康
ゆ
か
り
の
臥
龍
梅
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
鐘

楼
の
近
く
に
は
、
梵
鐘
の
音
を
讃
え
た
高
山
樗
牛
の

碑
文
と
榎
本
武
揚
が
咸
臨
丸
乗
組
員
の
義
に
殉
じ
た

こ
と
を
揮
豪
し
た
石
碑
が
あ
る
。
大
方
丈
（
仏
殿
右

の
本
堂
）
へ
入
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
の

方
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
す
。
正
面
に

琉
球
王
子
筆
の
『
永
世
孝
享
』
の
額
、

壁
間
に
は
朝
鮮
通
信
使
修
好
の
詩
文

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

明
治
三
十
三
年
に
荒
天
の
た
め
駿
河

湾
内
で
沈
没
し
た
東
京
商
船
学
校
の

練
習
艦
月
島
丸
乗
組
員
百
二
十
余
名

の
遺
影
画
が
あ
る
。

　

本
堂
西
の
大
玄
関
の
天
井
は
清
見

関
の
古
材
を
使
用
し
た
も
の
で
、
梶

原
景
時
一
族
の
戦
歴
の
跡
（
血
天
井

第13回

巨
こごうざん

鼇山清見寺総門

五百羅漢像

清見寺庭園

仏殿
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と
呼
ば
れ
る
）
を
留
め
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
北
側
に
ま
わ
る
と
国
指
定
名
勝
の
清
見
寺
庭
園

が
あ
り
、
家
康
公
が
駿
府
城
か
ら
庭
石
を
移
し
、
柏

樹
を
手
植
え
し
て
い
る
。
廊
下
に
続
き
、
明
治
天
皇

行
幸
の
際
の
書
院
が
あ
る
。
裏
山
へ
続
く
辺
り
に
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
の
五
百
羅
漢
石
像
が
並
ん
で
い
る
。

石
像
は
島
崎
藤
村
の
小
説
「
桜
の
実
の
熟
す
る
時
」

に
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
へ
赴
く
途
中
、
客

死
し
た
琉
球
具
志
頭
王
子
の
墓
が
あ
る
。
こ
こ
を
上

へ
登
れ
ば
、
駿
河
湾
と
三
保
半
島
が
眺
め
ら
れ
ま

す
。

　

近
く
に
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て

首
相
を
務
め
た
元

老
、
西
園
寺
公
望

公
の
別
邸
を
復
元

し
た
坐
漁
荘
が

あ
り
、
建
物
の

中
を
見
学
が
で

き
る
。
駅
と
の

中
間
に
あ
る
江

戸
時
代
の
脇
本

陣
跡
の
か
っ
て

の
一
碧
楼
水
口

屋
は
、
明
治
以

降
に
は
各
界
の
著
名
人
が

宿
泊
し
、
昭
和
三
十
二
年

国
体
時
の
両
陛
下
の
宿
舎

と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は

水
口
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な

り
、
当
時
の
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

駅
の
北
方
向
に
は
果
樹
研
究
所
カ
ン
キ
ツ
研
究
興

津
拠
点
（
柑
橘
試
験
場
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
清

見
み
か
ん
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
育
成
さ

れ
た
桜
の
苗
木
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ

ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
植
え
ら
れ
、
昨
年
に

は
そ
の
子
に
あ
た
る
桜
が
ワ
シ
ン
ト

ン
か
ら
贈
ら
れ
て
き
て
い
る
。
正
門
か

ら
続
く
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
並
木
道
は
東

大
イ
チ
ョ
ウ
、
北
大
ポ
プ
ラ
と
並
ん
で

日
本
三
大
並
木
と
い
わ
れ
て
い
る
。
興

津
地
区
は
東
海
道
沿
い
に
位
置
し
、
ほ

か
に
も
史
跡
が
あ
り
ま
す
。（

辻 
幹
夫
）

書院の間 鐘楼

カンキツ研究所プラタナス並木

水口屋ギャラリー 興津坐漁荘
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
高

齢
者
の
健
康
と
福
祉
の
祭

典
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
な
ど
競
技
二
十
数
種

目
に
わ
た
る
全
国
交
流
大

会
で
、
毎
年
、
10
月
に
各

県
を
順
番
に
開
催
さ
れ
、

県
と
政
令
指
定
市
の
代
表

が
出
場
し
ま
す
。
静
岡
市

に
つ
い
て
は
、
清
水
区
支

部
に
お
い
て
平
成
25
年
12

月
5
日
に
ペ
タ
ン
ク
代
表

チ
ー
ム
選
考
会
を
庵
原
球

場
多
目
的
広
場
で
行
い
、

各
地
区
か
ら
84
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
優
勝
し
た
清
水
地
区
の
次
の
代
表
チ

ー
ム
が
出
場
の
予
定
で
す
。

　
静
岡
市
代
表
：
清
水
港
チ
ー
ム
の
選
手
4
名

　
　

小
林　

和
夫　

山
田　

喜
信

　
　

塚
本　

暁
美　

山
田　

房
子

　

ペ
タ
ン
ク
は
南
フ
ラ
ン
ス
の
港
町
が
発
祥
地
で
、
高

齢
者
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
レ
ー
し
ま
す
が
、
コ
ー
ト

内
の
目
標
球
ビ
ュ
ッ
ト
に
向
け
、
投
球
サ
ー
ク
ル
内
か

ら
、
金
属
球
を
1
人
2
個
ず
つ
、
チ
ー
ム
で
6
コ
を
投

げ
終
わ
る
と
1
メ
ー
ヌ
（
1
セ
ッ
ト
）
終
了
と
な
る
。

よ
り
近
い
球
が
得
点
に
な
り
、
13
点
（
ま
た
は
11
点
）

に
な
っ
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
、
ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
。
1
チ

ー
ム
3
人
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。　
　
　
　
（
辻 

幹
夫
）

ねんりんピック栃木２０１４ペタンク交流大会【
代
表
チ
ー
ム
の
コ
メ
ン
ト
】

　
静
岡
市
予
選
会
は
恵
ま
れ
て
優
勝
で
き
ま
し

た
が
、
実
力
は
い
ま
一
歩
で
す
。
全
国
の
皆
さ

ん
の
胸
を
借
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
目
標
に

こ
の
大
会
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
メ
ー
ト
ル

６～10メートル

15メートル

サークル

ビュットに一番近いＢチームの球（Ｂ1）

ビュット

【チームの得点】
相手のビュットに一番近い球より、自チームの近い球数が得点となる。

（下の図でＢ１との比較）Ａチームは２個（２点）、Ｂチームは無し（０点）
　①先攻チームがサークルからビュットを投げる。
　②先攻チームが１球目を投げ、次に後攻チームが投げる。
　③２投目からはビュットに遠いチームが投げる。
　④次のメーヌでは、その前のメーヌで勝ったチームがビュットと１投目を投げる。
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事　業　名 期　日 備　考
リフォームファッションシ
ョー＆ふれあいコンサート 8 月 31 日（日） 清水テルサ

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 16 日（火）
※予備日 9 月 29 日（月） 清水総合運動場陸上競技場

スポーツ大会 10 月 17 日（金）
※予備日 11 月 5 日（水） 清水庵原球場 多目的広場

清水福祉総合文化祭作品展 11 月 7 日（金）
〜 11 月 10 日（月） はーとぴあ清水

芸能発表会 12 月 2 日（火） 清水文化会館マリナート

事　業　名 期　日 備　考

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 9 日（火）
※予備日 9 月 10 日（水） 松富スポーツ広場

スポーツ大会 10 月 3 日（金） 市中央体育館

葵区・駿河区合同作品展 11 月 26 日（水）
　〜 11 月 30 日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会 平成 27 年 1 月 23 日（金） 市民文化会館

事　業　名 期　日 備　考

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 5 日（金）
※予備日 9 月 8 日（月） 松富スポーツ広場

スポーツ大会 10 月 9 日（木） 市中央体育館

葵区・駿河区合同作品展 11 月 26 日（水）
　〜 11 月 30 日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会＆
リフォームファッションショー 平成 27 年 1 月 20 日（火） 市民文化会館

事　業　名 期　日 備　考
三区女性会員合同交流会 8 月 8 日（金） はーとぴあ清水
市老連第 10 回芸能発表会 9 月 30 日（火） 清水文化会館マリナート
市老連第 10 回
グラウンド・ゴルフ大会

10 月 23 日（木）
※予備日 10 月 30 日（木） 松富スポーツ広場

市老連第 1 回ペタンク大会 11 月 19 日（水）
※予備日 11 月 26 日（水） 清水庵原球場 多目的広場

平成 26 年 7月～平成 27 年 3月静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

※写真は昨年度のものです

市老連

葵　区

駿河区

清水区
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

はがきに答え、住所、氏名、電話、所属クラブをご記入の上、ご応募ください。　　
正解者には抽選で10名の方に記念品を差し上げます。また、必ずご意見・ご要望もお書きください。
締切は平成26年11月15日（土）（当日消印有効）です。

〒４２０－０８５４  静岡市葵区城内町１番１号　静岡市中央福祉センター３階　静岡市老人クラブ連合会事務局
【応募先】

1 その年の干支(えと)によって定められる、最もよいとされる方角。
 節分にその方角を向いて「○○○巻き」を食べるという風習もあります。
3 アジア南部にあり人口数は世界第2位の国。漢字では「印度」と書きます。
 仏教発祥の地で、この地方は古くは《天竺》と呼ばれてもいました。
5 書面や口頭などで結果を知らせること。「合格○○○」
6 北海道中央部の市で、テレビドラマ「北の国から」の舞台として有名になりました。
 ラベンダー畑も有名で、野菜やブドウ栽培、ワイン醸造、などが盛んです。
7 仏・菩薩(ぼさつ)のからだから発するという光のことです。
 仏像などにみられる光背（こうはい）は，これをかたどったものです。「○○○が射す」
9 味噌を仕込む時や味噌を入れておくための樽のこと。
10 ことわざで、理屈ではわかっていながら，実行が伴わないことを表します。
 「○○○の不養生」。「儒者の不身持」や「坊主の不信心」も同じ意味です。
12 サケやマスの卵を塩漬けしたもので、本来はロシア語で〈魚卵〉の意味の言葉です。
14 動物の器官のひとつで、体の表面をおおっている層のこと。
15 「坂東玉三郎」「片岡仁左衛門」「松本幸四郎」「市川團十郎」といえば…

1 

ハ
ン
バ
ー
グ
や
オ
ム
レ
ツ
な
ど
と
並
ん
で
子
ど
も
が
大
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

2 

栃
木
県
の
県
庁
所
在
地
で
す
。浜
松
市
と
並
ん
で「
餃
子
の
街
」と
し
て
有
名
で
す
。

3 

大
福
の
中
に
赤
く
て
甘
い
果
物
を
入
れ
た
も
の
で
す
。「
○
○
○
大
福
」

4 

人
間
や
精
霊
な
ど
を
表
現
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
土
製
の
人
形
で
、

 

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
ま
す
。

8 
特
定
の
樹
木
の
皮
を
加
工
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
、ワ
イ
ン
瓶
の
栓
や

 
野
球
の
硬
式
球
の
芯
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

11 

『
源
氏
物
語
』の
作
者
。平
安
中
期
に
一
条
天
皇
の
中
宮
で
あ
っ
た
彰
子
に

 

女
房
と
し
て
仕
え
た
女
流
作
家
。「
紫
○
○
○
」

13 

紡
毛
を
密
に
織
っ
て
起
毛
さ
せ
た
、厚
地
の
毛
織
物
。漢
字
で
は「
羅
紗
」と
書
き
ま
す
。

 

室
町
時
代
末
期
に
南
蛮
貿
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

14 

「
○
○
汗
」「
○
○
酒
」「
○
○
や
っ
こ
」
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葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

潮
騒
の
と
ど
く
浜
茶
屋
夏
座
敷

葵
区　

美
和
地
区　

福
寿
会　

大
場　

慶
一

父
の
日
や
父
母
の
絆
に
我
れ
生
き
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

紫
陽
花
の
変
化
見
な
が
ら
寺
参
り

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

潮
干
狩
り
ひ
た
ひ
た
ひ
た
と
潮
満
ち
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

来
し
方
や
葉
桜
の
影
深
み
た
り

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

吉
尾　
　

茂

父
の
日
を
知
ら
ず
逝
き
た
る
父
か
な
し

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

虫
干
し
に
晒
す
白
衣
の
観
世
音

葵
区　

安
東
学
区　

互
楽
会　

鈴
木　

辰
男

荒
梅
雨
に
宿
な
し
猫
の
目
が
愛か

な

し

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

代
掻
き
て
水
面
に
峡
の
山
写
す

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
会　

朝
倉　

司
朗

初
々
し
二
の
腕
薫
る
初
夏
の
風

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

ふ
る
さ
と
に
似
し
畦
道
や
遠
蛙

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

飯
田　

正
弘

葉
の
裏
に
小
さ
き
命
雨
水
か
な

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

催
花
雨
の
季
に
ふ
さ
わ
し
く
椿
咲
く

清
水
区　

三
保
地
区　

昴
ク
ラ
ブ　

岩
本
岩
次
郎

た
ま
わ
り
て
い
の
ち
か
が
や
く
生
き
る
日
々

葵
区　

美
和
地
区　

福
寿
会　

遠
藤
加
津
子

富
士
映
え
の
山
水
こ
ぼ
れ
安
倍
川
に

　

河
津
櫻
の
競
う
花
み
ち

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

小
野
田
た
ま
代

平
常
は
会
話
少
な
き
親
子
な
れ
ど

　

み
や
げ
は
い
つ
も
好
物
の
カ
ニ

清
水
区　

岡
地
区　

チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

石
田　

健
二

花
吹
雪
古
城
の
濠
に
舞
い
落
ち
て

　

筏
と
な
り
ぬ
風
の
一
日

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

憧
れ
の
華
道
始
め
て
八
十
路
過
ぎ

俳 

句

短 

歌

会

員

文

芸

◇ 

次
回
の
発
行
は
平
成
27
年
1
月
号
（
第
20
号
）
で
す
。

◇ 

原
稿
締
め
切
り
　
11
月
17
日
（
月
）

　

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
や
随
想
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　
　
※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た
め
１
人
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

　

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ
名
・
筆
者

　
　

電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員
会
に
お
任
せ

　
　

願
い
ま
す
。

　

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
を

　
　

と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
連
載
シ
リ
ー
ズ
「
静
岡
の
元
気
人
」

　
　

み
な
さ
ん
の
ご
近
所
の
「
静
岡
の
元
気
人
」
を
推
薦
し
て
下
さ
い
。

　
　

取
材
に
伺
い
ま
す
。

◇
送
付
先

　

〒
４
２
０

−

０
８
５
４ 

静
岡
市
葵
区
城
内
町
1
番
1
号

	

静
岡
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

	

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

原

稿

募

集

川 

柳



第 19 号（20）市 老 連 だ よ り平成 26 年 7 月発行

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

全
老
連
は
、
３
ペ
ー
ジ
に
も
記
し
ま
し
た
が
、

百
万
人
会
員
増
強
運
動
を
提
起
し
て
来
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
今
ま
で
、
腕
を
こ
ま
ぬ

い
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
懸

命
に
会
員
増
を
図
っ
て
も
、
大
幅
な
減
少
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

今
回
の
具
体
的
な
数
字
は
年
間
３
％
増
と
い
う

一
見
簡
単
そ
う
で
す
が
、
高
齢
な
ど
の
理
由
で
退
会
す
る

方
の
分
も
カ
バ
ー
し
な
が
ら
の
数
字
で
す
し
、
近
年
の
増

強
対
策
で
は
到
底
目
標
達
成
は
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
静
岡
市
老
連
全
会
員
の
英
知
を
結
集
し
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
「
市
老
連
だ
よ
り
」
に

は
、
今
後
、
増
強
策
の
提
案
と
提
言
な
ど
を
随
時
掲
載
し

て
「
百
万
人
会
員
増
強
運
動
」
を
掛
け
声
だ
け
に
終
始
し

な
い
よ
う
、
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
な
ど
投
稿
に
ご
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。（
水
上 

博
）◎

水
上　
　

博
（
葵　

区　

横　

内
）

鈴
木　

健
仁
（
葵　

区　

安　

東
）

鈴
木　

富
男
（
駿
河
区　

長
田
北
）

浦
田　
　

翠
（
駿
河
区　

中　

島
）

辻　
　

幹
夫
（
清
水
区　

不
二
見
）

川
島
喜
示
榮
（
清
水
区　
　

辻　

）

◎
は
委
員
長

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

憧
れ
た
若
き
夫
の
写
真
誉
め

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

機
器
操
作
縮
ん
だ
脳
が
音
を
上
げ
る

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

渡
部　

ミ
サ

能
な
し
と
云
わ
れ
な
が
ら
も
古
希
を
過
ぎ

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

話
し
合
い
心
の
中
で
爪
を
研
ぐ

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

岡　

菊
子

ギ
タ
ー
弾
く
君
に
合
わ
せ
て
歌
が
出
る

清
水
区　

入
江
学
区　

入
江
南
町
寿
会　

杉
山　

市
郎

初
夏
の
候
打
ち
水
団
扇
涼
を
呼
び

編 集 後 記◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま

し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、

会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　6 月 18 日、長尾川老人福祉センターにおいて勇壮な
太鼓の響きに続き、安東シニアクラブ会員による演芸が
次々繰り広げられました。（鈴木 健仁）

活 動 紹 介 静岡新聞 ２０１４年 6 月 19 日掲載


